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 残念！　3部降格
2013.11.17（日）、高槻北高校にて女子部別戦 2部リーグBゾーンが行われました。
結果は、残念ながら最下位で3部降格となりました。
対戦成績は以下の通りです。

天王寺 0vs2 高槻北
天王寺 0vs2 清水谷
天王寺 0vs2 近大附属

　 コーチによると、エンジンの掛りが遅く、普段の実力が出せていないとのこと。

　 結局、3校から1セットも奪えず、3部降格となった。

初戦の高槻北は、選手個々に良く連携の声も出ていて、きびきびとスピード感のあるチーム。レ
シーブに自信があるのか、ブロッカーは２人でライト、レフトとも各１人で行っていた。天高は初戦で
緊張していたのかサーブが決まらず、サーブレシーブでもお見合いなどミスが多く自滅したような
展開だった。山中コーチの方針もあり、選手にはのびのびとプレーをやらせる方針で、サーブをミ
スっても気にせずに思いきってやらせていると言っていた。選手は緊張していないとは言っていた
が、やはり自分たちのペースがなかなか作れず、粘りもなくずるずると失点を重ねていったという感
じ。

　清水谷はクイックこそほとんどなかったが、オーソドックスな攻撃にバックアタックも織り交ぜてく
る。圧倒的な攻撃力こそないが、ブロック、レシーブとも良く、3校では一番、選手の粒がそろってい
て粘り強いチーム。攻撃力に決めてがない天高としては、打っても打っても拾われ、あるいはシャッ
トアウトされた。サーブレシーブもミスが多く防戦一方と言った感じ。

   3試合目の近大附属戦でやっと天高の本来の力も見せてくれた。近大附属は長身のセンター
エースが多彩にクイックを決めて来てブロック越しに決められるケースもあったが、攻撃はほとんど
このセンターエースのみで3校の中では一番　組みしやすい感はあった。キャプテンのアタックも決
まり出し、1年生エースもセンター、ライトから結構決めていた。相手エースのセンターからのアタッ
クもしっかりと拾っていたし、途中までリードする場面もあった。



　他校と点差ほどに実力の差があったとは思えないが、天高はまだまだ自分たちのバレーが出来
ていない感じがした。2年生セッターにしても1年生の時は、もっとすごいサーブを打っていたと思う
が、トスをあげるのに精いっぱいなのか。キャプテンも、攻撃的なレシーブに冴えがみられなかっ
た。1年生のアタッカーが遠慮せずにもっと声を出して、チームをけん引していほしい。試合終了
後、特に落ち込んだ様子もなかったのが少し気になった。キャプテンを中心としたまとまりのある
チームだとは思うが、闘争心を感じない。やはり２部のチームはどこも手強い。自分たちはチャレン
ジャーだという気持ちを新たにして、チーム一丸となってもっともっと練習して、3部から再スタートし
てほしい。 

   引率の河野先生、山中コーチ、応援に駆け付けて下さいました父兄の方々、ＯＢの方々　お疲れ
様でした。


